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広場に照葉の木々 を植栽する参加者たち

自然とのふれあいを求めて
照葉の森づ〈り

十
一
月
十
六
日
、
下
須
戒
の
大
和
団

地
広
場
で
、

「
照
葉
の
森
づ
く
り
」
事

業
が
行
わ
れ
、
戒
川
と
豊
茂
の
緑
の
少

年
団
を
は
じ
め
、
大
和
小
学
校
の
児
童

ら
約
百
五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
照
葉
の
森
づ
く
り
は
、
森
林
の

大
切
さ
を
認
識
す
る
機
会
を
設
け
、
自

然
へ
の
闘
心
を
深
め
、
自
然
に
触
れ
る

場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
愛
媛

県
と
愛
媛
新
聞
社
の
共
催
に
よ
り
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、

今
回
、
長
浜
町
が

合
併
四
十
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し

て、

町
議
会

・
森
林
組
合

・
教
育
委
員

会
の
協
力
の
も
と
に
実
施
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
県
職
員
の
尾
花
充
彦
さ

ん
を
招
き
、

「
森
の
大
切
さ
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
、
自
然
の
大
切
さ
や
照
葉
樹

の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
の
講
話
が
行
わ

れ
た
後
、
参
加
者
全
員
が
約
五
百
2m
の

敷
地
に
、
シ
イ

・
サ
ザ
ン
カ

・
ク
ス

・

サ
カ
キ

・
ツ
バ
キ
な
ど
の
苗
木
千
本
を

植
栽
し
ま
し
た
。
(
P
2
に
関
連
記
事

掲
載
。)
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農業経営のプ口を目指して一一一一一

護憲

森
林
は
、
私
達
に
大
切
な
酸
素

を
供
給
し
、
雨
水
を
蓄
え
、
き
れ

い
な
水
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

「
照
葉
の
森
づ
く
り
」
事
業
は
、

限
り
な
く
自
然
に
近
い
照
葉
の
森

を
再
生
す
る
だ
け
で
な
く
、
児
童

達
の
心
に
自
然
へ
の
愛
情
、
地
球

へ
の
思
い
、
自
然
の
生
態
系
に
対

す
る
新
た
な
認
識
を
育
ん
で
く
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
回
、
植
樹
さ
れ
た
木
々
の
成

長
を
見
守
り
な
が
ら
、
森
林
の
大

切
さ
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
児

童
た
ち
の
健
全
育
成
を
願
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

植栽についての説明を聞く児童たち

一本一本植栽する照葉の木々

大きく育てと植栽する児童たち

@
プ
回
を
国
指
し
て

認
定
農
業
者
二
十
人
誕
生

広場に植えられた1000本の苗木

十
月
二
十
六
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で

第
一
同
長
浜
町
認
定
農
業
者
証
授
与
式

が
行
わ
れ
、
認
定
農
業
者
や
農
業
関
係

者
ら
約
四
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

授
与
式
で
は
、
日
田
助
役
が
「
地
域

農
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
本
町
農
業

振
興
の
貢
献
に
期
待
す
る
と
と
も
に
、

町
と
し
て
も
、
可
能
な
限
り
支
援
策
を

講
じ
た
い
。
」
と
あ
い
さ
つ
を
行
い
、

今
回
認
定
さ
れ
た
二
十
人
に
認
定
農
業

者
証
を
授
与
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
祝
辞
、
認
定
農
業
者

を
代
表
し
て
今
坊
の
矢
間
一
義
さ
ん
が
、

「
こ
の
認
定
農
業
者
制
度
を
十
二
分
に

活
用
し
、
長
期
的
展
望
の
中
、
個
々
の

農
業
経
営
の
見
直
し
を
行
い
、
将
山

来
、
不
動
の
農
業
経
営
が
確
立
で
川

き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。
」
一

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
後
、
記
念
一

撮
影
、
講
話
な
ど
で
授
与
式
を
終

ι

え

ま

し

た

。

い

こ
の
認
定
農
業
者
制
度
は
、
町
市

の
基
本
構
想
に
示
し
て
い
る
十
年

m

後
の
農
業
経
営
の
目
標
(
主
た
る

農
業
従
事
者
の
年
間
農
業
所
得
が

五
百
十
万
円
程
度
、
年
間
農
業
労

働
時
聞
が
二
千
時
間
)
に
向
け
て
、

自
ら
の
創
意
工
夫
に
よ
り
農
業
経

営
の
改
善
を
計
画
的
に
進
め
よ
う
と
す

る
農
業
者
を
、
町
が
農
業
経
営
の
担
い

手
と
し
て
認
定
し
、
こ
れ
ら
の
認
定
農

業
者
に
対
し
て
町
、
農
業
同
体
等
が
各

種
の
総
合
的
な
支
援
を
行
お
う
と
す
る

も
の
で
す
。

今
回
認
定
さ
れ
た
農
業
者
は
二
十
人

で
す
が
、
今
後
、
町
で
は
百
人
の
認
定

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
認
定
手
続
き
。
お
問
い
合
わ

せ
に
つ
い
て
は
、
役
場
経
済
課
(
君
主

一一
l
一
一
一
一
・
冊
一
一
一
一
一
一
二
)
ま
で

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

認定を受けられた農業者の皆さん
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年
金
の
繰
り
上
げ

請
求
は
模
重
に

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
は

六
五
歳
で
す
が
、
年
金
を
受
け
る
条
件

を
満
た
し
て
い
る
場
合
、
本
人
の
希
望

に
よ
り
支
給
開
始
年
齢
を
繰
り
上
げ
て

年
金
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
老
齢
基
礎
年
金
を
繰
り
上

げ
て
請
求
す
る
と
、
繰
り
上
げ
以
前
か

ら
支
給
を
受
け
て
い
た
特
別
支
給
の
老

齢
厚
生
年
金
・
退
職
共
済
年
金
が
六
五

歳
に
な
る
ま
で
の
問
、
年
金
の
支
給
が

停
止
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
ま
た
、
次

の
よ
う
な
ケ
i
ス
も
生
じ
て
き
ま
す
。

①
受
け
取
る
年
金
額
は
、
請
求
し
た

年
齢
に
応
じ
て
、
次
表
の
割
合
で
減
額

さ
れ
、
こ
の
減
額
割
合
は
六
五
歳
以
降

も
終
生
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

②
請
求
し
た
後
で
障
害
の
状
態
に
な
っ

た
時
、
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。一率

2
一

5

8

0

一ー

一
旦
向
貝

4
斗

『

u

q

L

私

ι一

1
s

一
減

0

0

0

0

一

o

一
掛
町
一
一
一
一

一

の

一

一

一

一

一

回

一

一

一

一

A
一
歳
一
歳
一
歳
一
歳

汁
J

一
nu---
一つ乙一

η
J

4

ホ
一

6
一
6
一
6
一
6

主

同

一

一

一

#

官

一

一

一

上

一

一

一

一

絹
肺
一
一

③
厚
生
年
金
の
加
入
者
に
な
っ
た
と

き
(
会
社
に
再
就
職
し
た
な
ど
)
は
、

年
金
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

④
老
齢
基
礎
年
金
を
繰
り
上
げ
て
請

求
す
る
と
、
後
で
請
求
の
取
り
消
し
ゃ

変
更
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
詳
し
く
は
、
役
場
の
国
民
年

金
係
(
宮
五
二
|
一
一
一
一
・
制
二

O

六
二
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

心
身
障
害
者
の
方
へ

見
舞
金
を
支
給

身
体
障
害
者
手
帳

χ
は
鹿
市
育
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、
次
の
と

お
り
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

受
給
資
格
は
、
十
二
月
一
日
現
在
に

お
い
て
長
浜
町
に
居
住
さ
れ
、
住
民
登

録
を
し
て
い
る
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
見
葬
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

申
請
手
続
き
が
必
要
で
あ
り
、
申
請
書

は
、
役
場
福
祉
課
又
は
最
寄
り
の
連
絡

所
に
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
請

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
身
体
障
害
者
手
帳
一
一
・
二
級
の
人
:
・

五
千
円
マ
一
二
・
四
級
の
人
:
・
四
千
円
マ

五
・
ム
ハ
級
の
人
:
・
三
千
円

一
療
育
手
帳
一

A
の
人
:
・
五
千
円
マ

B

の
人
・
・
・
四
千
円

な
お
、
詳
し
く
は
、
役
場
福
祉
課

(
宮
五
二

I
一
一
一
一
・
伺
二

O
七
二
)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

64歳

私
が
四
年
生
の
時
、
女
子
み
ん

一
な
で
、
手
紙
を
書
い
て
遊
ん
で
い

一
ま
し
た
o
A
さ
ん
が
ト
イ
レ
に
行
つ

一
た
時
、

B
さ
ん
が
、
「
A
さ
ん
が
ト

一
イ
レ
に
行
っ
て
い
る
問
、
ど
っ
か

国
に
か
く
れ
な
い
。
」
と
一
す
つ
の
で
、

一
私
た
ち
も
賛
成
し
ま
し
た
。

C
さ

一
ん
の
意
見
で
、
理
科
準
備
室
に
か

一
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な

一
ぜ
理
科
準
備
室
に
行
っ
た
の
か
と

一
言
う
と
、

A
さ
ん
は
、
理
科
準
備

一
室
が
大
キ
ラ
イ
な
の
で
す
。

A
さ
ん
が
、
ト
イ
レ
か
ら
出
て

一
く
る
の
を
見
張
る

C
さ
ん
が
言
い

一
ま
し
た
。
「
あ
っ
、

A
さ
ん
が
出

一
て
き
た
よ
。
」

私
た
ち
は
、

A
さ
ん
に
見
つ
か

園
ら
な
い
な
い
よ
う
に
、
す
み
に
か

一
く
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た

o

A
さ

圃
ん
は
、
走
っ
て
、
二
一
階
に
行
っ
た

一
様
子
で
し
た
。
昼
休
み
は
、
一
時

一
五
分
ま
で
な
の
で
、
五
十
分
に
な
っ

一
た
ら
出
る
こ
と
に
し
て
い
ま
し
た
。

一

A
さ
ん
が
、
二
階
に
ま
た
も
ど
っ

一
て
き
ま
し
た

O
B
さ
ん
が
、
「
帰
つ

一
て
き
た
よ
。
」
と
言
っ
た
の
で
、
ま

一
た
か
く
れ
ま
し
た
c

「
も
う
、
五
十

一
分
に
な
っ
た
か
ら
出
ょ
う
。
」
と
私

一
が
言
、
っ
と
、
み
ん
な
が
、
「
う
ん
、

一
山
ょ
う
。
暑
い
し
。
」
と
一
言
っ
て
出

いじじ同 に間らのか 』一一一ーニニ」一一四一一園田明 までうし
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水着撮影会ほか・一一一

輝
乏
し
と
ま
ぶ
b
い
水
辺

海

の

祭

典

水

着

撮

影

会

今
夏
行
わ
れ
た
長
浜
海
の
祭
典
水
着

撮
影
会
の
審
査
が
、
十
月
十
七
日
、
役

場
二
階
会
議
室
で
行
わ
れ
、
長
浜
大
橋

や
伊
予
灘
を
パ
ッ
ク
に
美
し
い
二
人
の

モ
デ
ル
を
写
し
出
し
た
応
募
作
品
、
二

百
七
点
中
十
八
点
が
入
賞
し
ま
し
た
。

水
量
脂
血
撮
影
会
入
賞
者

一
推
薦
一
河
口
の
夏
(
久
保
正
吉
・
上

老
松
)
{
特
選
}
ほ
ほ
え

み
(
武
井
寛
喜
・
松
山
市
)

長
浜
の
夏
一
(
羽
倉
太
・
松

前
町
)
{
準
特
選
一
長
浜

の
夏
(
高
橋
政
雄
・
大
洲

市
)
水
辺
に
舞
う
(
岡
本

龍
・
松
山
市
)
南
海
の
夏

(
米
田
宗
和
・
野
村
町
)

久保正吉さんの作品@河口の夏

な
か
よ
し
(
加
賀
城
武
志
・
松
山
市
)

水
辺
の
女
(
磯
野
啓
一
郎
・
松
山
市
)

{
佳
作
一
水
に
た
わ
む
れ
(
城
戸
隆
行
・

広
見
町
)
G
O
O
D
F
R
I
E
N
D
S

(
大
山
秀
人
・
川
内
町
)
輝
き
(
佐
々

木
政
明
・
保
内
町
)
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
(
丹

生
谷
充
正
・
松
山
市
)
河
口
に
夏
が
来

て
(
山
崎
千
・
松
山
市
)
長
浜
の
暑
い

夏
(
大
本
昭
裕
・
豊
茂
)
夏
オ
ア
シ
ス夏の浜長作のん#

C
 

太倉司

4

(
阿
部
善
朗
・
松
山
市
)
水
遊
び
(
黒

田
淳
・
松
山
市
)
友
情
(
萩
尾
正
寿
・

武井寛喜さんの作品@ほほえみ

年
の
暮
れ

心
に
カ
ギ
を

年
末
の
犯
罪
防
止
に

年
の
瀬
に
な
る
と
、
と
に
か
く
犯
罪

に
対
す
る
警
戒
心
が
お
ろ
そ
か
に
な
り

ま
す
。
借
金
の
返
済
に
迫
ら
れ
て
の
強

盗
事
件
や
か
っ
ぱ
ら
い
な
ど
、
現
金
を

狙
っ
た
犯
罪
が
多
発
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
警
察
や
防
犯
協
会
で
は
、

犯
罪
や
事
故
に
あ
う
こ
と
な
く
、
明
る

い
新
年
を
迎
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

年
末
特
別
警
戒
を
行
い
ま
す
。

家
庭
や
地
域
に
お
い
て
も
、
次
の
よ

う
な
こ
と
に
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
て
、

新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

大
切
な
も
の
は
自
分
の

力
で
し
っ
か
り
ガ
ー
ド

。
自
転
車
、
バ
イ
ク
の
買
い
物
カ
ゴ

に
、
財
布
や
バ
ッ
グ
を
入
れ
た
ま
ま
離

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

。
カ
バ
ン
は
肩
か
ら
タ
ス
キ
に
か
け

て
、
し
っ
か
り
と
持
ち
ま
し
ょ
う
。

防
犯
は
カ
ギ
か
け

声
か
け
心
が
け

砥
部
町
)
サ
ン
グ
ラ
ス
の
女
(
曽
技
部

茂
・
松
山
市
)

。
お
休
み
前
や
お
出
か
け
前
に
は
、

戸
締
ま
り
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

。
長
く
宵
守
を
す
る
と
き
に
は
、
隣

近
所
に
ひ
と
戸
か
け
て
出
か
け
ま
し
ょ

、っ。
O
車
か
ら
離
れ
る
時
に
は
、
必
ず
キ
ー

を
抜
い
て
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

重
大

年
末

年
末
年
始
は
、
毎
年
、
帰
省
や
初
詣

車孟

晴

O
飲

酒

暴

走

運

転

の

追

放

」

計一

O
高
齢
者
の
交
通
事
故
の
防
止
一

m
Oシ
l
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底
一

顧

O
違

法

駐

車

の

締

め

出

し

一

「
1
1
1
1
1
1
1
1
(
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

」

な
ど
に
よ
る
交
通
混
雑
、
ま
た
、
忘
年

会
・
新
年
会
な
ど
の
飲
酒
の
機
会
が
増

え
、
暴
走
運
転
や
飲
酒
な
ど
に
よ
る
重

大
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
愛
媛
県
警
で
は
、
「
年

末
年
始
、
ゆ
っ
く
り
・
ゆ
っ
た
り
ゆ
と

り
の
運
転
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
一
平
成

七
年
十
二
月
三
十
一
日
か
ら
八
年
一
月

十
日
の
二
十
一
日
間
、
交
通
安
全
県
民

運
動
の
実
施
を
行
い
、
交
通
事
故
防
止

の
徹
底
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

[ 戸籍手数料の改正
平成 8年 1月1日から戸籍手数料が改正さ

条文 事 項 現行 改正

l号 戸籍謄抄本又は記録事項証明書 1通 400 450 

2号
除かれた戸籍の謄抄本又は記録事

l通 700 750 
項証明書

3号 戸籍に記載した事項に関する証明 1件 300 350 

4号
除かれた戸籍に記載した事項に関

l件 400 450 
する証明

届出若しくは申請の受理の証明書
5号

又は戸籍法第48条第 2項の書類に 1通 300 350 本文
記載した事項の副:明書

5 -lナ I婚娘、雄婚、安了縁組、安I、、原て
ただ婚又は認知の届出の受理にっし
し書上質紙を用いた証明

I 6号 l戸籍法第時第 2項の書類の閲覧 1 1九300 350 l 
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』一一一一私がつくる健康な町

我
が
家
で
一
悉
山
い

η

広
報
な
が
は

ま
。
に
よ
る
と
陀
和
四
十
七
年
一
一
一
月
末

の
人
口
が
一
四
一

O
一
人
。
一
一
十
三
年

経
だ
現
在
一

O
八
四
四
人
に
な
っ
て
い

ま
す
。
一
万
人
を
き
る
の
も
時
間
の
問

題
の
よ
う
で
す
。

六
十
五
歳
刊
以
上
の
老
人
が
住
民
の
三

人
に
一
人
の
割
合
に
近
づ
い
て
い
る
の

で
す
。
高
齢
化
社
会
に
向
か
う
ど
こ
ろ

で
な
く
、
現
に
山
帥
社
会
に
な
っ
て
い

る
今
、
私
達
住
民
が
、
今
の
年
齢
に
応

じ
て
限
ら
れ
た
生
命
を
意
識
し
な
が
ら
、

生
き
て
い
く
こ
と
は
大
切
な
こ
と
と
思

わ
れ
ま
す
。
行
政
だ
け
に
頼
る
の
で
な

く
、
我
々
住
民
が
ど
ん
ど
ん
意
見
を
述

べ
て
、
住
み
よ
い
町
を
つ
く
ら
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

ま
だ
あ
と
三
十
年
も
あ
ム
人
生
を
、

少
し
で
も
住
み
よ
い
暮
ら
し
が
い
の
あ

る
、
坐
き
が
い
の
あ
る
町
に
す
る
為
に

日
頃
思
っ
て
い
る
こ
と
を
少
し
述
べ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
ず
一
芥
に
欲
し
い
施
設
は
、
町
の

中
心
部
に
温
水
プ
l
ル
が
是
胡
依
し
い
ハ

主
人
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
ケ
ア
を
含
め

た
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
山
来
る
施
設
は

勿
論
で
あ
る
。
人
生
一
ム
ト
年
の
時
代
は
、

せ
い
い
っ
ゴ
い
働
き
、
せ
い
い
っ
ぱ
い

遊
ぴ
で
終
わ
ワ
て
い
た
が
、
今
人
作
八

十
午
い
や
百
年
の
時
代
と
な
る
と
、
更

に
山
中
一
い
い
っ
ぽ
い
竿
ぶ
こ
と
が
加
わ
る

と
思
う

学
ぶ
場
、
学
ぶ
機
会
、
こ
れ
は
行
政

の
収
り
組
み
に
も
よ
る
が
、
向
、
つ
学
ぶ

志

ιさ
え
あ
れ
ば
場
所
も
機
会
も
結
構

あ
る
も
の
で
あ
る
。
学
ぶ
こ
と
は
、
新

し
い
技
術
や
知
忠
、
能
力
を
養
い
育
て

白
分
を
よ
り
い
両
め
る
と
同
時
に
、
何
よ

り
も
友
達
の
幹
、
刊
闘
が
出
来
る
こ
と

が
う
れ
し
い
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
年

老
い
て
い
く
と
年
相
応
に
働
ヌ
一
遊
び
学

ぴ
た
い
も
の
で
あ
る
c

そ
こ
で
、
こ
の

よ
う
な
地
設
が
で
き
、
刊
内
の
中
心
部

に
向
け
て
週
一
同
作
方
面
よ
り
パ
ス
が

ペ
パ
ス
キ
コ
ー
ル
式
開
閉
橋
」
で
あ
り
、

一
水
抜
館
」
が
な
く
て
は
話
に
な
ら
な

い
。
「
水
の
ふ
る
主
と
館
」
で
も
い
い

し
、
長
浜
の
小
砕
か
ら
近
代
い
え
明
を
切
り

拓
い
て
い
っ
た
収
本
龍
馬
や
安
汎
。
そ

ん
令
熱
い
人
々
の
思
い
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
し
、
そ
れ
が
日
岡
県
に
な
る
文
化

を
こ
の
長
浜
に
築
か
ね
ば
な
ら
な
い
c

更
に
、
給
食
問
題
も
取
り
沙
ん
さ
れ
て

い
る
が
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
な
い
町
と

し
で
マ
イ
ナ
ス
の
財
産
を
プ
ラ
ス
に
変

え
て
堂
々
と
有
わ
に
な
る
こ
と
だ
っ
て

三持寄~

五;

一!~j

私
、
か
つ
〈
司
令
健
康
な

「
こ
ん
な
町
に
暮
ら
し
た
い
」

も
し
私
が
八
四
歳
ま
で

生
き
ら
れ
る
と
し
て

清
水
禎
子
(
白
滝
)

運
行
し
、
あ
る
人
は
拍
設
を
利
用
し
ゆ
っ

く
り
温
水
ブ

1
ル
に
入
り
体
力
維
持
に

努
め
、
又
、
図
書
飢
に
行
っ
て
読
書
を

し
な
り
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
と
り
、

四
間
橋
を
見
に
行
っ
た
り
、
水
長
館
に

行
っ
た
り
、
港
を
散
策
し
た
り
し
て
大

勢
の
人
と
交
わ
り
、
心
穏
や
か
な
に
仲

間
と
析
し
む
こ
と
が
問
来
れ
ぽ
ど
ん
な

に
い
い
だ
ろ
う
。

三
番
目
に
ど
う
し
て
も
欲
し
い
の
が

「
水
抜
位
」
で
あ
る
。
長
浜
の
「
町
格
」

つ
ま
り
「
文
化
は
何
と
い
っ
て
も

出
来
る
。
若
い
お
母
さ
ん
の
や
る
気
次

第
μ

長
浜
の
お
母
さ
ん
が
心
こ
も
ワ
た

zr作
り
の
弁
当
で
親
子
の
梓
を
し
っ
か

り
と
保
ち
、
健
康
な
子
と
も
が
育
ち
成

長
す
れ
ば
、
こ
れ
も
し
っ
か
り
し
と
文

化
だ
と
忠
う
一

3

も
し
、
私
に
も
孫
の
弁

当
を
つ
く
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
ら
、

ボ
ケ
防
止
と
存
ん
で
励
み
た
い
も
の
で

と
こ
ろ
で
、
十
年
前
の
長
浜
町
と
比

べ
ゐ
と
、
現
校
法
住
民
参
加
の
町
づ
く

り
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

今
、
私
は
同
つ
く
り
委
員
会
の
環
境

部
会
に
入
。
て
い
ま
す
。
長
浜
が
帯
主
一
一
、

白
滝
が
好
き
。
私
で
出
来
る
こ
と
で
げ

を
流
し
て
役
に
烹
つ
こ
と
が
あ
れ
ば
と

思
い
、
山
間
と
共
に
美
し
い
住
み
よ
い

町
に
と
化
づ
く
り
や
清
掃
作
業
な
ど
を

少

L
ワ
ワ
進
め
て
い
ま
す
。

双
海
か
ら
長
浜
に
続
く
ゅ
う
や
け
ャ
一

や
け
ラ
イ
ン
。
町
職
員
青
年
部
の
方
達

に
よ
り
始
め
ら
れ
た
「
あ
じ
さ
い
ロ
ー

ド
」
が
今
坊
に
仲
び
、
史
仁
三
十
一
世

紀
を
は
指
し
て
二
十
一
万
本
の
紫
陽
花

植
栽
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
豊
友
会
の
方
達
。
ぞ
れ
な
ら
、
あ
じ

さ
い
口

l
ド
が
白
滝
ま
で
い
机
き
、
行
き

着
い
た
所
が
荒
れ
果
て
た
白
滝
河
川
敷

で
な
く
、
「
あ
じ
さ
い
の
名
所
」
に
な

れ
ば
、
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
で

し
ょ
う
。
紫
陽
花
な
ら
何
度
か
の
在
水

に
も
耐
え
る
こ
と
が
間
決
ま
し
ょ
う

f

咋
年
よ
り
私
達
も
挿
し
木
を
少
し
づ
っ

捕
や
し
移
植
し
育
て
て
い
ま
す
が
、
花
一

大
犯
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
し

ず
つ
で
も
い
い
c

あ
せ
ら
ず
、
あ
わ
て

ず
、
あ
き
ら
め
ず
、
私
個
人
の
夢
と
し

て
も
「
あ
じ
三
い
園
の
出
来
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
オ
。
こ
れ
な
ら
年
老
い

て
も
草
引
き
や
子
入
れ
は
健
康
な
曝
り

続
け
ら
れ
る
し
、
体
力
維
持
も
、
北
ね
て
、

皆
が
愉
し
み
訪
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

名
所
に
な
れ
ば
、
ど
ん
な
に
や
わ
が
い

が
あ
り
励
み
に
な
る
で
し
ょ
う
。

昨
午
、
コ
ス
モ
ス
固
と
し
て
美
し
い

花
が
咲
き
溢
れ
、
道
行
く
人
を
愉
し
ま

せ
る
こ
と
が
山
来
ま
し
た
が
、
も
)
の
叫

も
老
人
会
の
人
達
が
片
い
中
、
草
刈
り

な
と
手
伝
っ
て
ぐ
だ
さ
り
、
大
い
に
助

か
り
ま
し
た
。

自
分
の

L

だ
め
、
家
族
の
た
め
だ
け
で

な
く
、
人
の
た
め
、
地
域
の
た
め
に
役

立
つ
こ
と
が
生
き
が
い
と
な
り
、
花
を

育
で
、
廷
し
、
心
安
ら
か
な
老
後
を
送

れ
る
よ
う
そ
p

ん
な
町
に
し
た
い
と
忠
っ

て
い
ま
す
。

生
ま
れ
育
っ
た
町
よ
り
む
多
く
の
自

慢
で
き
る
も
の
が
沢
山
で
き
ま
し
た
。

赤
橋
、
春
夏
駄
久
、
、
変
化
の
あ
る
白
滝
、

肱
川
胤
、
山
7n
寺
、
、
つ
ら
盆
祭
り
、

4h

撃
と
り
、
何
と
い
っ
て
も
美
し
い
青
い

k
母。

も
し
、
あ
の
世
に
い
く
前
に
立
品
が

あ
れ
ば
、
も
う
一
問
、
す
ば
ら
し
い
長

以

ω白
然
や
暮
ら
し
、
文
化
な
ど
を
観

て
「
み
ん
な
、
ぽ
ん
と
に
あ
り
が
と
う
」

と
心
安
ら
か
に
死
の
旅
な
ち
を
し
た
い

も
の
だ
と
思
っ
て
か
ま
す



長浜町長上田邦彦

億円

71;意1045万8千円(4億7078万7千円)

6 

財政公表

眼入済額

悶
28{意7855万5千円

財政事情の作成及び公表に関する条例により、平成 7年度 9

月末現在の長浜町の財政状況を公表します。

歳出の執行状況は、前年同期比 1.8%増加しており、金額

で 2億1， 1 4 1万 4千円の増となっています。

歳入については、前年同期比 0.1%増加していますが、金

額では 4億 8， 5 2 6万 6千円の減となっております。

C 7年震一般会計執行状況 〕
( 9月末現在)

億円

9億7484万9千円(31;意4621万1千円)

5億8263万6千円(3640万7千円) 6.2%11県支出金l十木脅 1 112.9% 7億2151万4千円(9312万1千円)

4億8587万5千円(347万5千円) 1 0.7% 11田T1青l霊;;::;'1;:1 I 19.5% 1 6億7521万4千円(1億3199万9千円)

3億5738万3千円(3775万2千円) 110.6% 11国庫支出剖総紙管 143.4% 日億5187万5千円(2億8311万5千円)

3億649万6千円(3億649万7千円) 1100.0%1繰誠令l街牛脅 134.2% 1 4億778万5千円(1億3926万3千円)

1億1141万1千円(5106万3千円) 45.8%1 11~ :~ %1教育費 I 150.6% 3億2261万3千円(1億6317万9千円)

1億200万円(3365万2千円) 33.0%1 1 i地方譲与削消防雪 11 142.7% 11意6620万7千円(7101万8千円)

7140万9千円(3114万3千円) 43司 6%111諸叩入l商工脅 1 1 163.7% 1億6116万4千円(1億261万3千円)

2億2007万円(6617万円) 30.1%1 1 I手のイ刷平のイ伸11 118.8% 2億475万7千円(3844万5千円)

言十 l 言十
54億2204万5千円(28億7855万5千円) ~.1% I %.2% M億2204万5千円(19億956万7千円)! 
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財政公表

7年産上半期(一融会計)
予算執行率35園2拡

県営工事により整備が、進む環境緑地

今年度整備開通した町道大平線

国民健康保険

人~ 予 算額 1，000，835千円

(持午) 収入済額 397，541千円

つg むヤ/ 支出i斉額 352，260千円

日

什

回

U

田川

千

千

千

n
t
U

ウ
t

t

n

《

u

n
H
U

「
h

u

n

x

U

E
d

ウ

i

n

L

η

t

l

η
べ
U

4

A

t

ワ
t
t
η
t
l

ハ叫
u

n
J

に
υ

R

U

健

L

ヨ

ド

額

額

額

{

手

済

済

k

t
プ

入

出

ノ

予

収

支

老

議附
V

港湾施設事業

~-曲線予算額 15，564千円

円足型1且馬収入済額 4，285千円

臨輔"時f 支出済額 7，846千円

国民健康保険直営診療所

髄予算額 12附千円

~WJJ 収入済額 1，557千円

J費量管?支出済額 5，491千円

住宅新築資金等貸付事業

fh 予算額 19，047千円

..f=コ斡:; ~又入済額 8，678千円
l耳打A ー「
i開何百寸4 支出済額 17千円

簡易水道事業

向上
ω

予 算 額 58，096千円

収入済額 632千円

支出済額 24，409千円

伊予灘が望め国道の休憩所として整備される展望台

水道事業会計

収益的収入済額 81，200千円

収益的支出済額 71，800千円

工業用水道事業会計

収益的収入済額

収益的支出済額

10，633千円

8，683千円

税別収入状況 (単位千円)
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一年間の出来事

てりの〆蝿........ 〆

拡
川
問
題
対
策

協
議
会
設
立

つ

①
一
月
一
二
十
一
日
、
役
場
二
階
会
議

室
で
長
浜
町
肱
川
問
題
対
策
協
議
会
設

立
総
会
が
開
催
さ
れ
、
今
後
の
山
鳥
坂

ダ
ム
建
設
・
分
水
問
題
へ
の
対
応
な
ど

が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

ど
ん
ぐ
り
が
結
ぶ

一
輪
車
の
友
槽

②
二
月
十
六
日
、
テ
レ
ビ
愛
援
で
豊

茂
小
学
校
児
童
の
一
輪
車
の
練
習
風
景

が
放
映
さ
れ
、
「
ど
ん
ぐ
り
を
五
万
個

拾
っ
て
一
輪
車
を
買
い
ま
し
た
。
」
と

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
る
児
童
達
の
ど

ん
ぐ
り
が
結
ぶ
一
輪
車
の
友
情
が
全
国

の
お
茶
の
間
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

長
浜
町
を
描
く
絵
画

@
写
真
屡
開
擢

③
長
浜
町
を
描
く
絵
画
・
写
真
展
が
、

愛
媛
県
立
美
術
館
(
三
月
二
十
日
j
一一

十
六
日
)
と
ふ
れ
あ
い
会
館
(
四
月
十

二
日
j
二
十
三
日
)
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
で
は
、
長
浜
町
の
四
季
折
々

の
豊
か
な
自
然
・
歴
史
・
文
化
等
を
テ
ー

マ
に
し
た
数
多
く
の
素
晴
ら
し
い
作
品

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

柴
小
学
校
屋
内

運
動
場
が
完
成

④
一
二
月
二
十
日
、
柴
小
学
校
屋
内
運

動
場
が
、
総
事
業
費
二
億
五
千
六
百
三

十
万
五
千
円
を
か
け
て
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
平
屋
建
、
面
積
は
七
百
三
十
二
2
m

と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
お
さ
い
館
が

才

i
。フン

⑤
四
月
一
目
、
今
坊
の
喜
多
漁
港
内

に
町
内
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
や
食
生

活
改
善
の
施
設
、
ま
た
、
高
齢
者
の
憩

い
の
場
な
ど
を
目
的
と
し
た
「
し
お
さ

い
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

長
浜
の
香
り
を

松
山
で
P
R

⑤
五
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
九
日
ま

で
の
五
日
間
、
松
山
市
の
銀
天
街
で
郷

土
を
見
直
し
、
当
町
の
良
さ
を
広
く
P

R
し
よ
う
と
、
長
浜
元
気
祭
り
(
特
産

市
)
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

安
ら
ぎ
と
憩
い
の
場
に

し
よ
う
ぶ
園

⑦
六
月
二
十
日
、
生
物
な
ど
が
生
息

で
き
る
環
境
と
住
民
の
安
ら
ぎ
ゃ
憩
い

の
場
と
し
て
、
櫛
生
に
し
よ
う
ぶ
園
を

造
ろ
う
と
、
地
域
住
民
約
九
十
人
が
参

加
し
て
苗
の
植
栽
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

肱
川
の
氾
濫
に
よ
り

甚

大

な

被

~ 
I=! 

⑧
七
月
三
日
か
ら
四
日
に
か
け
て
降

り
続
い
た
梅
雨
前
線
豪
雨
で
肱
川
が
増

水
・
氾
濫
し
、
大
洲
市
が
家
屋
や
田
畑

の
浸
水
な
ど
の
甚
大
な
被
害
を
受
け
、

当
町
に
お
い
て
も
家
屋
の
浸
水
な
ど
の

被
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

新
鮮
な
海
@

山
の
幸
が
ス
ラ
リ

⑨
八
月
六
日
、
国
道
三
七
八
号
沿
い

の
喜
多
漁
港
前
に
、
新
鮮
な
海
の
幸
・

山
の
幸
を
直
売
す
る
「
し
お
さ
い
市
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
に
よ
る

家
庭
セ
ミ
ナ
ー
開
催

⑮
男
女
が
平
等
に
共
同
参
画
す
る
家

庭
づ
く
り
の
意
識
の
高
揚
を
図
ろ
う
と
、

九
月
二
十
四
日
、
町
体
育
館
、
町
民
の

広
場
で
男
女
共
同
参
画
に
よ
る
家
庭
づ

く
り
実
践
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
町

内
十
七
家
族
五
十
七
人
が
参
加
し
て
、

料
理
や
木
工
教
室
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

合
静
四
十
周
年
を

み
ん
な
で
祝
う

⑪
十
月
一
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で
長

浜
町
合
併
四
十
周
年
記
念
式
典
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
町
体
育
館
で
は
記

念
祝
賀
会
、
長
浜
高
校
で
は
多
彩
な
記

念
行
事
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
子
供
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
大
勢
の
人
で
賑
い
、
み

ん
な
で
四
十
周
年
を
祝
う
楽
し
い
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
に

照
葉
の
森
泊
つ
く
り

⑫
十
一
月
十
六
日
、
大
和
凶
地
の
広

場
で
合
併
四
十
周
年
照
葉
の
森
づ
く
り

事
業
が
行
わ
れ
、
町
内
の
児
童
ら
約
百

五
十
人
が
参
加
し
て
、
サ
ザ
ン
カ
や
ク

ス
ノ
キ
な
ど
十
七
種
千
本
の
苗
木
が
植

栽
さ
れ
ま
し
た
。
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一年間の出来事

今後の対応をと設立された肱川|問題対策協議会

電話量

完成した柴小学校の室内運動場 長浜の自然などが描かれた絵画・写真展 一輪車の練習を取材される児童たち

しょうぶ園をと苗を植栽する参加者 松山市で開催された元気祭り(特産市)健康管理や憩いの施設として完成したしおさい館

木工教室などが、行われたセミナー 海・山の幸の直売所としてオープンしたしおきい市 肱川の増水により浸水した白滝地区

1000本の苗木が、植栽された照葉の森づくり 合併40周年を記念して開催された式典
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お知らせコーナ一一一一一一

L
E
T
Sク棚
y
キ
シ
グ

生
活
改
善
圃
は
ま
設
す
ゲ
ん
l
ブ

よ
も
ぎ
お
は
、
ぎ

(
約
五
十
個
)

キオ
よこ 塩 も 料
もし ち一
ぎ あ米

ん

一
升

少
々

一
匂
j

一
・
五
見

一三

O
g

適
宜

適
宜

重
古
田

育
き
な
粉

一
作
り
方
一

①
も
ち
米
を
き
れ
い
に
洗
っ
て
、
一

日
水
に
つ
け
て
お
く
。
(
二
j
二
一
回
水

を
変
え
る
。
)

②
よ
も
ぎ
に
重
曹
を
入
れ
て
ゆ
で
た

後
、
適
当
に
小
さ
く
切
る
。
(
カ
ッ
タ
ー

に
か
け
て
も
よ
い
。
)
よ
も
ぎ
は
、
ゆ

で
過
ぎ
る
と
色
が
志
く
な
る
の
で
気
を

つ
け
る
こ
と
。

③
も
ち
米
を
蒸
す
。
蒸
し
上
が
る
前

に
よ
も
ぎ
を
入
れ
て
蒸
す
。
よ
も
ぎ
が

(
櫛
生
)

温
か
く
な
る
程
度
で
よ
い
。

牢
系
し
上
が
っ
た
も
ち
米
に
、
塩
少
々

と
よ
も
ぎ
を
混
ぜ
て
、
ね
ば
り
が
出
て

く
る
ま
で
レ
ン
ギ
で
つ
く
。

⑤
丸
め
た
あ
ん
こ
を
包
ん
で
、
青
き

な
粉
を
ま
ぶ
し
て
出
来
上
が
り
。

任務失敗

浅葱蓮華長浜高校美術部

ら
っ
こ
長
浜
は
、
町
内
各
地
か
ら
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
好
き
な
マ
マ
さ
ん
が
集
ま
っ

て
い
る
ク
ラ
ブ
チ
l
ム
で
、
今
年
で
結

成
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。

去
ク
ラ
ブ
で
は
、
マ
マ
さ
ん
に
な
っ

て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
始
め
ら
れ
た
人
を

は
じ
め
、
年
齢
層
も
二
十
代
か
ら
五
十

はまなすグループの皆さん

参マ?肝ますf
らっこ長浜

(バレーボール)

代
と
幅
広
く
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
体

力
作
り
や
私
生
活
面
に
お
い
て
も
、
楽

し
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
阿
っ
て

い
ま
す
。

現
在
の
成
積
は
、
県
大
会
に
出
場
出

来
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
中
々
良

い
結
果
が
出
て
い
ま
せ
ん
。
「
来
年
に楽しくコミュニケーションを図りなが、ら頑張っている皆さん

向
け
て
1

」
と
密
か
に
闘
志
を
燃
や
し

て
、
み
ん
な
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
経

験
者
・
未
経
験
者
は
聞
い
ま
せ
ん
の
で
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
好
き
、
ま
た
関
心
の

あ
る
女
性
の
皆
さ
ん
、
私
達
と
さ
わ
や

か
な
汗
を
か
い
て
み
ま
せ
ん
か
!

な
お
、
詳
し
く
は
、
ク
ラ
ブ
員
又
は

大
塚
さ
っ
き
(
宮
五
二
一

l
O
二
六
一
二
)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
練
習
日
一
毎
週
土
曜
日
(
第
2
は
休

み
)
午
後
八
時
か
ら
午
後
九
時
三
十
分

一
練
習
場
所
一
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

一
部
員
}
上
崎
美
恵
子
、
森
下
一
民
子
、

向
井
真
弓
美
、
宮
田
つ
ぐ
み
、
回
中
出

子
、
玉
川
佐
恵
、
久
保
美
保
子
、
上
満

佐
智
子
、
東
郁
子
、
津
田
礼
子
、
明
智

半
苗
、
東
久
美
、
大
本
裕
子
、
大
成
仁

美
、
矢
野
元
朝
子
、
大
塚
さ
っ
き
、
井

上
誠



校
庭
を
美
し
く
き
れ
い
に

ー
長
中
で
花
づ
く
り
j

今
秋
、
長
浜
中
学
校
の
中
虚
に
五
種

類
数
千
本
の
花
が
咲
き
、
校
内
を
美
し

く
彩
っ
た
ー

こ
の
花
は
、
美
化
運
動
の
「
環
と
し

て
校
内
を
美
し
く
き
れ
い
に
し
よ
う
と
、

先
生
と
生
比
で
構
成
す
る
同
十
一
五
委
員
会

が
中
心
と
な
っ
て
育
て
だ
も
の
一
℃
、
パ

ラ
や
サ
ル
ビ
ア
な
ど
色
鮮
や
か
な
花
が

中
庭
い
っ
ぱ
い
に
咲
い
た
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
で
準
優
勝

ス
ポ
レ
ク
八
幡
浜
地
方
大
会

ルポ@文芸

融持

ちた手
¥
選

一
る

ど
すを進行場入

た
ム
ザ

J

町
か
ら
は
ト
再
多
郡
大
会
を
勝
ち
抜

い
た
じ
チ
l
ム
が
参
加
し
、
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
(
体
協
)
が
準
優
勝
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
(
成
川
)
・
婦
人
ベ
レ

l
ボ
ー
ル
ヘ
九
f

功
)
が
そ
れ
ぞ
れ
一
三
位
に
入
賞

L
た。

火
元
に
は
注
意
し
て
ね
F

;
ち
び
っ
子
防
火
パ
レ
ー
ド
ー

十
一
月
十
四
日
、
本
町
商
庖
街
で
ち

び
っ
子
防
火
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
長

浜
幼
稚
園
の
間
児
、
保
護
者
、
山
防
署

員
ら
約
-
二

O
人
が
参
加
し
て
防
火
を

「・E 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一一1

組黒豊秋良誕 可言語 I
lfr 雲作汚婦生 官雪叶 l

ごののしに餅 11ι 可 J I 
月去田火も庁出レ---， ! 
を り 間山両負拐さ!と目 l
肴て 台灰手う俳川歩々!

小に柴朗 新風渡降板に坂孫旬二二二 l 
恕々 あ る 貰 j最グ両副!

西 親 中 月 ぱ 辺 陪 片 ( ふ ;1 ブ I ~ I I 
会登漏れ島土石ル』ぷγJ I 

か山年 Z3ーゆ千 喜の良雇 |。円円 | 
め く代久芋敷フコ里;:I ! 
子 栄穂子子恵 11 竺じ|

きる赤 独十 ull: 杭 廃 11良お者救
〈い り五 j瓜 彼屋 i健伝今ら育十
らか かワ 言夜に岸を;四じ回約講月
のき 4r~i;青 いのミ墓覆|郎みの百演卜
木三ま 11 uvr ふ か ン 洗 い!きの講究会 L二
柴イj二つ E てす ミ いか 1ん ス ? 寅 [ - 7);日

!っ赤柴 独むンつく iを沢会人行、
ば 111 に/1¥ 林の抵月窪蝉清三倍、し 講 I は が わ 櫛

|宝なっム 月見の独 て i師ツ、参れ生
な中っ学刊 祭回て 大水り田葛 に人テ加、小

|くてが る 乳 合言の 1招類レし町学
な|手商 1X 定 ス達美日呂ヨ 計花|い学ピた内校i l) れ 11 ミぶ止; シ i亡者な 0 ので
寒史て 子子子子了~ h 0 ど保家

iそ い 1わ松で 誰 庭

| 外秋り亦道す 肱 オメ;秋ど 流 う tににのれ
の遅と す 川i のだん れだ i、違「た

I /~陽んきの月く A 星 i盛う所も
λ に六ぼ凶の四き三光三二り二一三二 卜ん」逗の

1 年国年 す年ほ年 i) 年よ年が年つ年 iなとえケ
E 今旗 J 古月かが て ー の I Ji 1 iI夏ば
i i"1乞は中き同ド f工と、;ぶら呆っ 佐:h 山 l手し

l h-r  目玉 と せ 落 iJ' ，- !がたしよ揚i 内￡山l!~ 1:橋正、 く旧わ ち山ぃ 4ド l送ユつで
l J 5年!:' ::， {圭_7- :~ Iらニけはi 利く買や芳さ売の祥九 ぐ 何克!オL 1 方、

ま れ れ l立 L 市立iた い lてクも七ミi 江ど実ゐ一光裕 了主 も知す彦 iいなこ浪
の帰る でうふ i 7こ 講 ん ご

i一一一一一一一一一_.__.__.一一一一一一一一一一一一一一一._j 0 演 な ん

中庭いっぱいに咲いた花

呼
び
か
け
た
。

ま
た
パ
レ
ー
ド
後
、
町
体
育
館
で
表

彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
火
災
予
防
思
想

の
普
及
に
優
れ
た
成
果
を
よ
げ
て
い
る

長

ι幼
稚
聞
に
、
徳
田
正
明
日
本
防
火

協
会
々
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
、
上
回
児
彦
町
長
か
ら
沼
淵
日
冊
子

園
長
に
伝
達
さ
れ
た
。

講j寅を行う松浪さん

防火を呼びかける園児たち

所
違
え
ば
し
つ
け
方
も

ー
家
庭
教
育
講
演
会
1
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田
中
く
ん
ら
擾
勝

ー
町
内
小
学
校
陸
上
競
技
大
会
1

表彰 9 金婚式

十
月
十
一
一
口
、
長
浜
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、
町
内
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男

予

一
六
十

m}
①
田
中
貴
(
白
滝
)
8
秒

8
②
商
崎
潤
(
長
浜
)
9
秒
3
③
菊
地

勇
人
(
大
和
)
9
秒
4
{
百

m}
①
山

本
真
也
(
大
和
)
日
秒
2
②
戎
晃
弘

(
長
浜
)
日
秒
2
③
菊
地
勇
人
(
大
和
)

日
秒
6
{
六
十

m
ハ
ー
ド
ル
一
①
田
中

貴
(
白
滝
)
叩
秒
1
②
山
本
晋
也
(
櫛

生
)
日
秒
7
③
松
並
周
平
(
櫛
生
)
日

秒
9

一
走
幅
跳
]
①
山
本
真
也
(
大
和
)

4
m
7
②
山
本
音
也
(
櫛
生

)
4
m
l

③
松
田
知
也
(
大
和
)
3
m
臼
一
走
高

跳
}
①
久
井
彰
(
一
大
和
)
1
m
却
②
田

中
賢
寿
(
櫛
生

)
1
m
お
③
戎
晃
弘

(
長
浜
)
1
m
m
一
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

げ
一
①
武
田
洗
明
(
長
浜
)
日

m
剖
②

西
崎
潤
(
長
浜
)
臼

mω
③
上
田
智
成

(
喜
多
難
)
叫
m

M

M

{

四
百

m
リ
レ
ー

一
①
大
和
(
山
本
・
菊
地
・
久
井
・
松

田
)
1分
2
秒
2
②
長
浜
(
戎
・
西
崎
・

沖
江
・
山
田

)

1
分

2
秒
3
③
白
滝

(
田
中
白
酒
井
・
成
田
・
大
西

)
1
分

3
秒
4

女

号

一
六
十

m
一
①
足
利
綾
(
長
浜
)
9
秒

5
②
玉
川
智
加
(
喜
多
灘
)
9
秒
7
③

谷
上
美
穂
(
喜
多
灘
)
9
秒
9

一百

m

一
①
足
利
綾
(
長
浜
)
日
秒
6
②
神
崎

陽
子
(
長
浜
)
日
秒
3
③
谷
上
美
穂

(
喜
多
灘
)
日
秒
5

{
六
十

m
ハ
ー
ド

ル
}
①
玉
川
智
加
(
喜
多
灘
)
日
秒
2

②
浦
上
智
世
(
長
浜
)
日
秒
3
③
白
石

陽
子
(
白
滝
)
日
秒
9
{走
幅
跳
一
①

東
由
香
(
長
浜

)
3
m
臼
②
大
野
彩

(
白
滝

)
3
m
岨
③
山
本
真
由
美
(
長

浜
)
3
m
お
{
走
高
跳
]
①
大
野
彩

(
白
滝
)
1
m
m山
②
神
崎
陽
子
(
長
浜
)

1
m
日
③
西
岡
伸
枝
(
長
浜
)
1
m
m

{
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
一
①
上
野
絵
美

(
大
和
)
お

m
お
②
山
崎
真
由
美
(
白

滝
)
お

m
九
③
二
宮
み
き
(
長
浜
)
円
以

m
4
一
四
百

m
リ
レ
!
一
①
長
浜
(
足

利
・
神
崎
・
山
本
・
浦
上

)
1
分

3
秒

9
②
喜
多
灘
(
玉
川
・
谷
上
・
青
木
・ ベストを尽くして走る選手たち

上
回
)
1
分
6
秒
4
③
櫛
生
(
岸
井

高
屋
・
水
沼
・
谷
田
)
1
分
6
秒
8

ド
一
北
く
ん
ら
震
勝

ー
郡
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

1

十
月
十
九
日
、
大
瀬
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、
喜
多
郡
内
小
学
校
陸
上
競
技

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男

乎

一
六
十

m
一
②
田
中
貴
(
白
滝
)
8
秒

8

一
六
十

m
ハ
ー
ド
ル
}
③
田
中
貴

(
白
滝
)
日
秒
1

一
走
幅
跳
一
②
山
本

真
也
(
大
和
)
4
m
U
③
山
本
晋
也

(
櫛
生
)
4
m
u
一
走
高
跳
一
①
戎
晃

弘
(
長
浜
)
1
m
m③
田
中
賢
寿
(
櫛

生
)
1
m
m
一
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
}

②
西
崎
潤
(
長
浜
)
日

m
臼
{
四
百

m

リ
レ
ー
一
③
大
和
(
山
本
・
菊
地
・
久

井
・
松
田
)
1
分

2
秒
7

女

号

{百

m
一
②
足
利
綾
(
長
浜
)
日
秒
1

{
六
十

m
ハ
ー
ド
ル
}
③
玉
川
智
加

(
喜
多
灘
)
叩
秒
8

一
走
高
跳
}
①
大

野
彩
(
白
滝
)
1
m
お
③
神
崎
陽
子

(
長
浜
)
1
m
却
{
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

げ
}
②
上
野
絵
美
(
大
和
)
壮

m

∞{

四
百

m
リ
レ
ー
一
②
長
浜
(
足
利
・
神

崎
・
山
本
・
浦
上
)
1
分

2
秒
7

保
育
所
園
児
に
よ
る
踊
り
が
行
わ
れ
一

る
な
ど
、
金
婚
者
の
祝
福
を
盛
り
上
一

げ

ま

し

た

。

一

な
お
、
今
年
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
一

ご
夫
婦
は
次
の
方
々
で
す
。
一

(
敬
称
略
)
一

一
金
婚
者
}
中
嶋
稔
z

カ
ヲ
ル
、
水
一

一

十

月

二

十

七

日

、

沼

竹

治

サ

ヨ

子

、

高

橋

宇

君

枝

、

一

一
安
込
町
体
育
館
で
平
成
西
岡
重
高
・
宮
子
(
以
上
長
浜
)
新
一

一

品

等

?

七

年

度

金

婚

祝

賀

江

頼

行

と

み

(

沖

浦

)

橋

同

恵

一

一

明

ψ
圃
式
が
行
わ
れ
ま
し
ユ
キ
ヱ
(
今
坊
)
福
島
正
一
郎
・
ツ
~

一
員
連
汁
た
。
会
場
で
は
、
ユ
子
(
櫛
生
)
石
本
美
喜
雄
・
敏
恵
一

一

た

ほ

今

年

金

婚

を

迎

え

(

須

沢

)

松

本

薫

明

初

子

、

上

佐

一

一
ト
怖
さ
ら
れ
た
ご
夫
婦
や
市
重
喜
緑
(
以
上
出
海
)
種
目
玉
一

↑
而
ぱ
、
ザ
」
来
賓
の
方
々
な
ど
、
喜
・
タ
メ
コ
、
矢
野
儀
順
・
タ
キ
コ
一

一
通
詞
-
つ
約
六
十
人
が
出
席
(
以
上
下
須
戒
)
池
田
政
則
・
ク
マ
一

一

氏

と

す

る

中

、

金

婚

者

ヨ

(

穂

積

)

藤

塁

愛

子

(

上

老

一

一
調
躍
で
の
紹
介
が
行
わ
れ
、
松
)
増
田
輝
夫
・
ヨ
ン
子
(
長
茂
)
一

一

認

め

続

い

て

会

婚

者

代

土

居

孝

章

ミ

ツ

子

(

柴

)

一

一

哲

」

ま

;

究

2
2
4
5
2
?

一

一

〆

婚

表

の

増

田

輝

夫

…

ぷ

一

ペ

湾

、

暴

露

妻

一

一

ム

全

ヨ

シ

子

夫

妻

へ

の

f一
三

一

一

銭

撃

さ

一

レ

記

念

品

贈

呈

、

来

ぶ

…

ぷ

三

三

一

一

汗

欝

盤

伊

一

一

審

賓

祝

辞

、

祝

吟

な

三

ぶ

一

一

心

不

戸

山

じ

議

悦

一

一

ど

が

行

わ

れ

ま

し

議

志

台

勺

三

一

た

o

一
一
一
叩
鱗
魚
川
プ
議
寸
研
一

一
ま
た
、
祝
宴
で
は
、
沖
浦
保
育
所
十
一

J
¥機
二
一
ナ

λ~鱗

げ

~

一
園
児
に
よ
る
お
祝
い
の
一
行
李
花
束
手
引
議

F
F
竺

一

贈

呈

が

行

わ

れ

た

後

、

ァ

ト

ラ

ク

ン

ョ

議

機

関

轍

欝

響

士

↑
ン
と
し
て
大
和
地
区
婦
人
「
の
ご
こ
議
議
議
轡
議
機
繍
盤
石
婚
一

一

ろ

の

さ

に

よ

る

豊

年

踊

り

や

誌

な

日

議

事

金

一
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大
両
満
貴
、
柴
田
ヰ
ア
久
子
、
疋
田
漂
、

山
本
節
夫
、
三
宮
恒
子
、
木
下
忠
男
、

水
沼
保
、
谷
岡
照
子
、
竹
内
義
次
、
三

原
季
義
、
津
井
秀
吉
、
田
淵
竹
見
、
玉

井
明
、
藤
測
樺
馬
(
以
上
長
浜
)
大
成

ト
一
月
一
目
、
平
成
六
年
一
月
か
ら
ハ
ル
ミ
、
矢
野
宏
、
二
一
浦
友
好
、
石
旧

十
一
一
月
の
問
、
病
院
等
に
か
か
ら
な
か
っ
熊
八
(
以
上
黒
田
)
湊
勲
、
森
岡
安
子
、

た
健
康
な
国
民
健
康
保
険
優
良
被
保
険
芳
我
タ
マ
ヨ
、
山
口
宗
子
(
以
上
沖
浦
)

者
世
帯
に
、
健
康
増
進
と
国
民
健
康
保
漬
本
ト
シ
エ
、
北
山
俊
勝
、
岡
田
久
太

険
事
業
の
円
滑
な
運
営
が
図
ら
れ
た
こ
郎
(
以
上
今
坊
)
清
水
ミ
サ
コ
、
菊
地

と
に
よ
り
、
上
田
邦
彦
町
長
か
ら
賞
状
幸
子
、
竹
本
勝
行
、
泉
原
満
寿
幸
(
以

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
上
櫛
生
)
松
本
恒
子
(
須
沢
)
浦
田
清

な
お
、
表
彰
世
帯
は
次
の
と
お
り
で
男
、
参
河
亥
四
男
、
柴
田
佐
平
、
畳
間

す

。

(

敬

称

略

)

清

隆

、

中

田

洋

一

(

以

上

出

海

)

後

藤

一
国
保
優
良
被
保
険
者
世
帯
}
後
藤
善
道
男
、
東
照
忠
、
下
回
峯
生
、
上
満
慣

徳
、
竹
内
京
枝
(
以
上
仁
久
)
高
橋
昭
三
郎
、
前
川
治
重
、
山
下
康
子
、
神
山

男
、
宮
岡
亀
冨
美
、
境
良
恵
、
河
井
良
哲
治
(
以
上
下
須
戒
)
清
水
治
子
、
島

平
、
井
上
豊
、
渋
川
正
利
、
飯
野
妙
子
、
田
信
子
、
横
畑
嘉
平
(
以
上
上
老
松
)

健
康
世
帯
に

町

長

表

彰

健
康
増
進
と
国
保
事
業
に
貢
献

一一一表彰@一歳ですほか

圃司.圃 S 自国掴圃凶掴圃園園圃冒圃凶掴幽国 E 園周司園田・園白園田開園面白圏直園田--圃且園田置圃圃-.冒. 
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岡本風花ちゃん 、、
、

ιla

』，J

A

由川
市
中
』

、WJ
S

J''』
1
、
¥

さ
わ
や
か
な
風
は
、
誰
に
で
も
平
等
に
吹
き
、
き
れ
い
一

な
花
は
誰
の
心
も
和
ま
し
て
く
れ
る
。
い
つ
ま
で
も
、
き
一

れ
い
な
心
で
、
誰
に
で
も
優
し
く
接
す
る
こ
と
の
で
き
る
一

女
の
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
「
風
花
」
と
名
付
け
ま
一

し
た
。

h
H

一

自

分

の

意

志

ま

一

件ヱ一

を

き

ち

ん

と

持

つ

泊

一

て

、

な

お

か

っ

、

矧

一

人

の

痛

み

が

分

割

一

ハれ

U

-

か
る
人
に
な
っ

n

庇
一

T
ア

ι

て

く

だ

さ

い

。

一

降札

(
父
日
伸
治
さ
ん
・
母
日
恵
さ
ん
)

中
田
春
憲
、
山
本
ア
ヤ
コ
、
恩
地
清
、

河
野
友
子
(
以
上
豊
茂
)
石
本
盛
雄

(
穂
積
)
松
本
善
秋
、
叶
本
重
高
、
岩

田
一
夫
、
門
田
勝
子
、
窪
憲
一
、
尾
上

正
満
、
清
水
安
子
、
坂
本
正
夫
、
木
下

哲
(
以
上
白
滝
)
沼
田
キ
ヨ
コ
(
柴
)

納
税
組
合
大
和
支
部

年
金
事
業
で
知
事
感
謝
状

十
一
月
十
五
日
、
松
山
市
で
国
民
年

金
委
員
地
区
別
研
修
大
会
が
行
わ
れ
た

子
育
て
な
ん
で
も
ダ
イ
ヤ
ル

電
話
番
号
が
変
わ
り
ま
す

愛
媛
県
中
央
児
童
相
談
所
で
は
、
子

育
て
と
子
供
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

に
応
じ
る
「
子
育
て
な
ん
で
も
ダ
イ
ヤ

ル
」
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

こ
の
電
話
相
談
は
、
子
供
や
家
庭
で

お
悩
み
や
心
配
ご
と
(
育
児
、
保
健
、

教
育
、
非
行
、
い
じ
め
等
)
を
教
員
や

保
母
等
の
資
格
を
持
つ
専
門
の
相
談
員

が
相
談
に
応
じ
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
高
度
な
知
識
が
必
要
な
場
合

は
、
弁
護
士
や
医
師
を
は
じ
め
、
大
学

教
授
な
ど
が
、
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

{
日
時
一
毎
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
九

時
ま
で
で
す
。
(
た
だ
し
、
年
末
年
始

席
上
、
長
浜
町
納
税
組
台
大
和
支
部

(
代
表
者
・
久
井
貞
治
郎
)
が
、
刷
出
民

年
金
事
業
優
良
民
間
地
区
組
織
と
し
て
、

知
事
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

宮
上
さ
ん
が
金
メ
ダ
ル

全
国
身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ト
月
二
十
八
日
と
一
一
十
九
日
の
二
日

間
、
福
島
県
で
第
三
十
-
回
全
国
身
体

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
、

愛
媛
県
選
手
凶
と
し
て
参
加
し
て
い
た

祝
祭
日
を
除
き
ま
す
。
)

一
電
話
番
号
}
O
八
九
I
九
二
二
一
l
四

一
五
二
・

(
F
A
X
)
O
八
九
I
九
二

一一一
l
四
四
七
一

な
お
、
詳
し
く
は
、
愛
媛
県
中
央
児

童
相
談
所
(
宮

O
八
九
九
l
一一一一

l
五

O
凹
O
)
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

技
能
士
の
た
め
の
講
座
を

受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か

愛
媛
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

で
は
、
職
業
能
力
開
発
の
一
環
と
し
て
、

技
能
労
働
者
の
方
を
対
象
に
種
別
専
門

知
識
を
幅
広
く
習
得
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
次
の
と
お
り
「
通
信
講
座
」
を
開

講
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
社
員
教
育
や
自
己
啓
発
の

た
め
に
「
技
能
士
の
た
め
の
通
信
講
座
」

柴
の
(
呂
上
孝
一
さ
ん
(
柴
ロ
凶
二
一
)
が

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ
で
金
メ
ダ
ル
、
ソ

フ
ト
ボ
、
。
ル
投
げ
で
銀
メ
ダ
ル
に
輝
き

ま
し
た
。

金メダルに輝いた宮上さん

を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

{
特
典
}
修

f
者
は
、
技
能
検
定
の
学

科
試
験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

一
コ
!
ス
一
機
械
加
工
科
(
一
級
)
他

二
十
九
コ

i
ス

{
受
講
資
格
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広 報 ながはま

12月は、老人 には慌ただしく寂

しい月だろう。 人は皆、大往生を

望んで‘いる。『大往生J(永六輔)

が大いに売れ、 10月に続編が出た

程だが、永氏は『大往生』の「は

しがき」の中に、 「 大 往生とい う

のは、死ぬこと ではな11'0 往生は
さし、ほう

往って生きることである。西方浄

土に往って生まれるのだ。」と書

き、またその頃、 出演していた子

供電話相談室で、「どうせ死ぬの

に、どうして生きているの ?J

いう質問に答えるための本にした

Uリとも書 いている 。アフォ リズ

ム風の内容で、 大 変 読 み 易 い が 子

供 達 へ の 答 え としては難しし」 い

や 、大人にとっ ても決して易しく

なし」永氏のご 父 君 忠 順 氏 の 絶 筆

『死にたく ないけれど』の中に「一

死んだらどうな る と 言 う の か 。 そ

れが判 っていれば及ばずながら、

それに対応する 覚 悟 み た い な も の

が必要一寸とある。
むし守的こうじさねあっ

武者小路実篤 は 「 大 生 命 を 生 か

すことの出来たもののみ、大往生

が 出来る。大生命を生かすことが

できなしミくせに、大往生をとげた

いと思ってもそれは無理。」と言

う。老人は「これからをどう生き

る か。」を考える事の方が大切だ

と，思う 。
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人 口 世 帯 数 た月音員の訂
。 届治)町 正

人口をふやしましょう 言丁出 さの長
正は ん田感本

10月末 現 在 前月との比較 し九 の測謝紙
五月誤音状十
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届り松 ( ー

詫出、 さ民月
人 口 (男 5，036人) (男 4人減) てのおん生号
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